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区 分
平成1 6年度
決算額（千円）

平成1 5年度
決算額（千円）

前 年 度
対比 ％

町 税 423,812 419,798 1.0

地 方 譲 与 税 70,727 54,895 28.8

利 子 割 交 付 金 5,476 6,379 －14.2

配 当 割 交 付 金 813 皆増

株式等譲渡所得割交付金 904 皆増

地方消費税交付金 59,336 51,006 16.3

自動車取得税交付金 22,426 19,930 12.5

地 方特 例 交 付 金 12,972 13,842 －6.3

地 方 交 付 税 1,645,082 1,717,799 －4.2

交通安全対策特別交付金 945 999 －5.4

分担金及び負担金 11,757 14,783 －20.5

使用料及び手数料 68,857 69,780 －1.3

国 庫 支 出 金 221,534 122,210 81.3

県 支 出 金 271,889 287,676 －5.5

財 産 収 入 658 295 123.1

寄 附 金 672 360 86.7

繰 入 金 295,702 3,852 7,576.6

繰 越 金 170,093 388,771 －56.2

諸 収 入 68,863 68,525 0.5

町 債 353,240 408,540 －13.5

合 計 3,705,758 3,649,440 1.5

平成16年度 歳入決算額

平成16年度の決算で

は、町に入ってきた

お金（歳入）から様々

な事業等に使ったお

金（歳出）を差し引く

と２億9,619万３千

円の黒字決算となり

ましたが、この中に

は、翌年度（平成17

年度）に繰り越すべ

き財源2,090万２千

円も含まれています。

歳入

37億575万8千円

歳出

34億956万5千円

自主財源
10億4,041万4千円 28.1％

依存財源
26億6,534万4千円 71.9％

諸収入
6，886万3千円 1.9％

分担金及び負担金
1，175万7千円 0.3％

使用料及び手数料
6，885万7千円 1.9％

国庫支出金
2億2，153万4千円 6.0％

財産収入
65万8千円 ０％

寄附金
67万2千円 ０％

歳 入
37億575万8千円

交通安全対策特別交付金
94万5千円 ０％

地方特例交付金
1，297万2千円 0.4％

地方消費税交付金
5，933万6千円 1.6％

自動車取得税交付金
2,242万6千円 0.6％

地方交付税
16億4，508万2千円

44.4％

利子割交付金
547万6千円 0.2％

町 税
4億2，381万2千円

11．4％

地方譲与税
7，072万7千円 1.9％

繰入金
2億9，570万2千円

8.0％

町 債
3億5，324万円

9.5％
株式等譲渡所得割交付金
90万4千円 ０％

配当割交付金
81万3千円 ０％

県支出金
2億7，188万9千円

7.3％

繰越金
1億7，009万3千円 4.6％

歳 入

37億575万８千円は前年度より5,6

31万８千円の増（前年度対比1.5％

の増）となりました。最も大きな割

合を占めたのが税収などが少ない自

治体に国から交付される地方交付税

で、16億4,508万２千円（歳入全体

の44.4％）となっています。

前年度と比較して繰入金＊２の額が

大きく増えていますが、これは財政

調整基金から１億円、減債基金から

１億9,130万円をそれぞれ取り崩し

て普通会計に繰り入れたためです。

また、歳入に占める「自主財源＊３」

は10億4,041万4千円（28.1％）で、

残りの26億6,534万４千円は、国や

県から入るお金や借金に依存する

「依存財源＊４」になっています。

決

算

概

要

平
成
十
六
年
度
勝
浦
町
普
通
会
計

＊１

町民１人当
たりに使わ
れたお金

517,463円

※一人当たりは平成17年３月31日現在の人口（6,589人）

町民１人当
たりに入っ
てきたお金

562,416円
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区 分
平成1 6年度
決算額（千円）

平成1 5年度
決算額（千円）

前 年 度
対比 ％

人 件 費 779,323 775,549 0.5

(うち職員給) (489,393) (499,164) (－2.0)

物 件 費 365,611 388,827 －6.0

維持補修費 43,556 24,304 79.2

扶 助 費 146,623 129,940 12.8

補 助 費 等 209,809 212,243 －1.1

普通建設事業費 399,311 408,387 －2.2

災害復旧事業費 249,736 56,122 345.0

公 債 費 856,356 844,112 1.5

積 立 金 30,856 150,759 －79.5

投資及び出資金 87,176 100,178 －13.0

貸 付 金 7,650 7,770 －1.5

繰 出 金 233,558 281,156 －16.9

合 計 3,409,565 3,379,347 0.9

義務的経費 1,782,302 1,749,601 1.9

平成16年度 性質別歳出決算額

用語チェック

＊1 普通会計……財政比較や統一的な掌握のため、地方財政統計上

統一的に用いられる会計区分。

＊2 繰 入 金……各種基金の取り崩しや他会計から繰り入れたお金。

＊3 自主財源……自前で収入できるお金。町税、分担金負担金、

使用料手数料、財産収入、寄附金など。

＊4 依存財源……国や県から交付されたり、借り入れたお金。

地方交付税、国庫・県支出金、町債、など。

＊5 民 生 費……老人福祉、医療費、国民年金費、保育所運営費

などに使ったお金。

区 分 平成1 6年度
決算額（千円）

平成1 5年度
決算額（千円）

前 年 度
対比 ％

議 会 費 57,406 61,198 －6.2

総 務 費 437,386 502,166 －12.9

民 生 費 604,346 662,044 －8.7

衛 生 費 352,744 353,492 －0.2

労 働 費 259 567 －54.3

農林水産業費 382,662 419,591 －8.8

商 工 費 22,948 12,822 79.0

土 木 費 161,118 182,821 －11.9

消 防 費 55,239 41,459 33.2

教 育 費 229,365 242,953 －5.6

災害復旧費 249,736 56,122 345.0

公 債 費 856,356 844,112 1.5

合 計 3,409,565 3,379,347 0.9

平成16年度 目的別歳出決算額

民生費
6億434万6千円

17.8％

公債費
8億5，635万6千円

25.1％

総務費
4億3，738万6千円

12．8％

農林水産業費
3億8，266万2千円

11.2％

土木費
1億6，111万8千円 4.7％

商工費
2，294万8千円 0.7％

消防費
5，523万9千円 1.6％

教育費
2億2，936万5千円
6.7％

労働費
25万9千円

０％衛生費
3億5，274万4千円

10.4％

議会費
5，740万6千円 1.7％

災害復旧費
2億4，973万6千円
7.3％

目的別

歳 出
34億956万5千円

歳 出

歳出は、どういう目的で使われたか（目

的別歳出）と、何に使われたか（性質別歳

出）の２種類の分別方法があります。

目的別歳出の状況は、町債に対する返還

金である公債費が、８億5,635万６千円で25.

1％を占めています。次に民生費＊５の６億43

4万6千円で17.8％を占めています。

性質別歳出の状況は、公債費８億5,635万

６千円（25.1％）、人件費７億7,932万３千

円（22.9％）、普通建設事業３億9,931万１

千円（11.7％）の順となっています。目的･

性質別とも、グラフで表しております。
性質別

歳 出
34億956万5千円

人件費
7億7，932万3千円

22.9％

物件費
3億6，561万1千円

10.7％

公債費
8億5，635万6千円

25.1％

普通建設事業費
3億9，931万1千円

11.7％

維持補修費
4，355万6千円
1.3％

扶助費
1億4，662万3千円
4.3％

補助費等
2億980万9千円 6.2％

災害復旧事業費
2億4，973万6千円
7.3％

繰出金
2億3，355万8千円 6.8％

貸付金
765万円 0.2％投資及び出資金

8，717万6千円 2.6％

積立金
3，085万6千円
0.9％



２４

の状況を公表します

区 分
給料・報酬月額 期末手当

支給割合減額後給料･報酬 条例での給料･報酬 差 額

町 長 596,085円 735,000円 △138,915円

６月期

1.6月分

12月期

1.7月分

助 役 476,868円 588,000円 △111,132円

教 育 長 447,672円 552,000円 △104,328円

議 長 245,700円 273,000円 △ 27,300円

副 議 長 210,600円 234,000円 △ 23,400円

議 員 185,250円 195,000円 △ 9,750円

特別職・議員等の報酬の状況

地方公務員法の一部改正に

より平成17年度から地方公共

団体の職員の任用、給与、服

務や勤務条件など人事行政の

運営状況について公表するこ

とが、義務付けられました。

勝浦町においても、勝浦町

人事行政の運営等の状況の公

表に関する条例に基づきお知

らせいたします。

３．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

☆勤務を要する日………毎週月曜日から金曜日までの週５日間 （国民の祝日及び12月29日から翌年の１月３日までを除く）

☆１日当たりの勤務時間………午前８時30分から午後５時15分まで （午後零時15分から午後１時までの間は休憩時間）

☆１週間当たりの勤務時間……40時間

勤務時間

休暇制度

休 暇 の 種 類 休 暇 日 数 等

有

給

年 次 休 暇 １年につき20日間

病
気
休
暇

公務上の負傷又は疾病 その療養に必要と認める
期間

結核性疾病 １年を超えない範囲内でそ
の療養に必要と認める期間

上記以外の負傷又は疾病
３ヶ月を超えない範囲内
でその療養に必要と認め
る期間

特

別

休

暇

感染症の予防及び感染症の患者
に対する医療に関する法律によ
る交通しゃ断又は隔離

必要と認める期間

風、水、震、火災その他の非常
災害による交通しゃ断 必要と認める期間

風、水、震、火災その他の天災
地変による職員の現居住の滅失
又は破壊

10日を超えない範囲内で
必要と認める期間

交通機関の事故等の不可抗力の事故 必要と認める期間

特

別

休

暇

公民権の行使 必要と認める期間

骨髄液提供のための休暇 必要と認める期間

職員の婚姻 ７日の範囲内で必要と認
める期間

妊娠障害のため勤務することが
著しく困難な場合

７日の範囲内で必要と認
める期間

職員の分べん

分べんの予定日前７週間
目に当たる日から分べん
の日後８週間目に当たる
日までの期間内において
必要と認める期間

生理休暇 ３日を超えない範囲内で
必要と認める期間

女子職員が生後満1年に達しない
その職員の生児を育てる場合 １日２回（１回30分）

父母、配偶者又は子の祭日 ２日を超えない範囲内で
必要と認める期間

就学前の子の看護のため勤務しない
ことが相当であると認められる場合

１年につき５日の範囲内
の期間

忌 引
死亡者の区分に応じ、１
日から10日の範囲内で必
要と認める期間

社会貢献活動 １年につき５日の範囲内
の期間

無給 介護休暇

介護を必要とする一の継
続する状態ごとに、連続
する６月の期間内で必要
と認める期間

調査対象
職 員 数

年次休暇
病気休暇
取得日数

特別休暇取得日数

取得
総日数

平均取
得日数

忌 引 婚 姻

106人 956.4日 9日 110日 38.5日 15日

▼取得実績

４．職員の分限及び懲戒処分

処 分 内 容 処分者数

分 限 処 分

免 職 ０

降 任 ０

休 職 ０

降 給 ０

失 職 ０

懲 戒 処 分

免 職 ０

停 職 ０

減 給 ０

戒 告 ０

訓 告 等 ０

５．職員研修及び勤務成績の評定の状況

研修区分 研修内容等 受講者数 場 所

一般研修

市町村吏員研修
課長級研修等

３人 徳島県自治研修
センター

議会傍聴 37人 役 場

人権研修 64人 役場他

実務研修 政策形成・住民対
応能力向上等

19人 徳島県自治研修
センター

派遣研修
法令執務･財務会計
指定管理者制度等

４人
市町村職員中央研修所
全国市町村国際文化研修所

６．職員の福祉及び利益の保護の状況
▼福利厚生制度に関する状況

区 分 受診者数

人間ドック 53人

脳ドック 3人

定期健康診断（勝浦病院） 43人



勝浦町人事行政の運営等

３５

区 分
平成15年度末

職員数

平成16年度中 平成17年度
当初職員数採用者数 退職者数

本 庁 等 （行政職等） 91 8 83

勝浦病院 （医療職等） 44 2 42

合 計 135 10 125

（単位:人）

区 分 定 数 職員数
(Ｈ16.4.1現在)

比 較

（1）町長の事務部局
吏員 75 65 △10

その他の職員 9 7 △ 2

（2）病院の職員
吏員 41 38 △ 3

その他の職員 8 6 △ 2

（3）議会の事務局の職員事務局長 1 1

（4）選挙管理委員会の職員 書記 1 1

（5）監査委員の職員 書記 1 1

（6）教育委員会の事務部局の職員
吏員 7 6 △ 1

その他の職員 11 9 △ 2

（7）農業委員会の職員 吏員 1 1

計 155 135 △20

（単位:人）▼条例定数からみた職員数

職 名 職員数

課 長 等 9

課 長 補 佐 等 17

係 長 16

主 事 等 17

主 事 補 等 9

書 記 1

保 育 所 長 1

保 育 所 次 長 1

主 任 保 育 士 3

保 育 士 7

医 師 4

薬 局 長 1

薬 剤 師 1

検 査 技 師 等 4

理 学 療 法 士 3

主 任 看 護 師 1

看 護 師 18

用務員・調理員 22

計 135

（単位:人）
１．職員の任免及び職員数に関する状況

区 分
平均給料月額 平均

年齢減額後支給額 給料表額 差 額

行 政 職 323,971円 337,119円 △13,148円 42歳

技 能 労 務 職 231,942円 241,355円 △ 9,413円 48.3歳

医療職（医 師 等） 399,945円 416,175円 △16,230円 40歳

医療職（薬剤師等） 263,590円 274,288円 △10,698円 39歳

医療職（看護師等） 311,258円 323,890円 △12,632円 45.1歳

１人当たりの支給額（平成16年4月1日現在） 初任給基準

一般行政医療職
大学卒 短大卒 高校卒

170,700円 148,500円 138,800円

医療職（医師）
博士課程修了 医大卒

311,900円 235,900円

医療職（薬剤師等）
大学卒 短大３卒 短大２卒

176,600円 157,900円 151,300円

医療職（看護師等）
短大３卒 短大２卒 養成所卒

187,300円 178,900円 152,000円

２．職員の給与の状況

手当制度の状況

手当名 支 給 額 等

扶
養
手
当

扶養親族を有する職員に対して支給
・配偶者 月 13,500円
・その他 月 6,000円（3人目以上は5,000円）
（扶養親族たる子のうち15～22歳の者は、5,000円加算）

通
勤
手
当

通勤距離（片道）が２㎞以上の職員に支給

通勤距離に応じ、月4,200円～月18,600円

住
居
手
当

自己所有の家に居住するか借家等に居住し、家賃を支払っている職員に支給
・借家等居住 ①月額23,000円以下の家賃を支払っている職員

…家賃の月額から12,000円を控除した額

②月額23,000円を超える家賃を支払っている職員

…家賃の月額から23,000円を控除した額の２分の１

（その控除した額の２分の１が16,000円を超えるとき

は、16,000円）に11,000円を加算した額

・持ち家居住 月3,500円

管
理
手
当

管理又は監督の地位にある管理職員に対して支給

給料月額×役職に応じた支給率（６～13％）

時
間
外
勤
務
手
当

正規の勤務時間を超えて勤務した職員に支給
・時間外勤務１時間につき…当該職員の時間単価×100分の125
（22時から翌朝５時までである場合は100分の150）
・年末年始の休日（1月1日～3日、12月29日～31日）
当該職員の時間単価×100分の150
（22時から翌朝５時までである場合は100分の175）

手当名 支 給 額 等

夜
間
勤
務
手
当

正規の勤務時間として午後10時から翌日午前５時まで
の間勤務が割り振られた職員に支給
・時間外勤務１時間につき

当該職員の時間単価×100分の25

宿
日
直
手
当

宿日直勤務をした職員に支給
・本庁 １回 4,900円 ・病院 １回 7,300円
・医師 １回 20,000円

期
末
手
当

基準日（６月１日、12月１日）に在職する職員に支給
・６月期 期末手当基礎額×1.4月分
・12月期 期末手当基礎額×1.6月分

勤
勉
手
当

基準日（６月１日、12月１日）に在職する職員に支給
・６月期 期末手当基礎額×0.7月分
・12月期 期末手当基礎額×0.7月分

特
殊
勤
務
手
当

手当名 手当額

病
院
職
員
手
当

院 長 手 当

月

額

80,000円

副 院 長 手 当 50,000円

医師危険手当 30,000円

医師研修手当 30,000円

主任看護師手当 8,000円

検査技師危険手当 5,000円

放射線技師危険手当 10,000円

看護師危険手当 3,000円

夜間看護手当 1回 3,400円

手当名 手当額

徴税吏員手当 月額2,000円

保育士等
業務手当

主任保育士
月額9,100円

保育士
月額7,200円

伝染病予防
従事職員手当

１回1,000円
防疫業務に従事
した場合に限る

クリーンセン
ター業務手当 月額8,000円

野犬等へい
死処理手当 １件1,000円
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表
彰
・
祝
い
状
を
受
け
ら
れ
た
方
々

は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

徳
島
県
知
事
祝
い
状

勝
浦
町
長
祝
い
状

百
歳
到
達
者

北
野
ア
ヤ
ノ

（
沼
江
）

阿
部
カ
メ
ノ

（
坂
本
）

百
一
歳
以
上

柴
田
ヤ
ス
ヱ

百
三
歳

（
中
角
）

坪

井

カ

ズ

百
二
歳

（
中
山
）

坂
口
キ
ク
ヱ

百
一
歳

（
星
谷
）

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
推
進
功
労
者
表
彰

澤

口

俊

夫

（
星
谷
老
人
ク
ラ
ブ
）

倉

坪

徹

（
中
山
老
人
ク
ラ
ブ
）

米
寿
（
八
十
八
歳
）
到
達
者

山

田

信

一
（
生
名
）

ほ
か
三
十
五
名

喜
寿
（
七
十
七
歳
）
到
達
者

大

井

儀
（
沼
江
）

ほ
か
百
五
名

米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
々
に
は
、
徳
島
県
知

事
及
び
勝
浦
町
長
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
喜

寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
々
に
は
勝
浦
町
長
か
ら
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

勝
浦
町
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
地

域
社
会
、
町
の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ

て
こ
ら
れ
た
高
齢
者
の
方
々
に
対
し

ま
し
て
、
感
謝
と
ご
長
寿
を
お
祝
い

す
る
た
め
の
「
勝
浦
町
敬
老
町
民
の

つ
ど
い
」
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
九
月
十
七
日
に
勝
浦
町
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て

開
催
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
約
二
百
名

の
方
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
前
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
と
し
て
、

生
比
奈
保
育
所
児
童
た
ち
に
よ
る
、

元
気
な
歌
と
愛
ら
し
い
踊
り
が
出
席

者
に
贈
ら
れ
、
会
場
は
ほ
の
ぼ
の
と

し
た
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
、
百
歳
到
達
者
二
名
と

百
一
歳
以
上
の
方
三
名
に
県
と
町
か

ら
祝
い
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
功
労
者
、
米

寿
・
喜
寿
到
達
者

の
方
々
に
も
記
念

品
が
そ
れ
ぞ
れ
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
生
比
奈
小
学
校
六
年
生

の
清
水
啓
哉
さ
ん
と
高
瀬
祐
司
さ
ん

か
ら
心
温
ま
る
敬
老
作
文
の
朗
読
が

あ
り
、
閉
会
し
ま
し
た
。

閉
会
後
は
、
婦
人
会
の
方
々
に
よ

り
ま
す
芸
能
、
児
童
に
よ
り
ま
す
お

手
玉
な
ど
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
、

温
か
な
雰
囲
気
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

当
日
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、
関
係
者

の
方
々
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

▲勝浦町歴代最高齢者となった柴田ヤスヱさん
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まちかど散歩みち

地域づくりインターン事業
体
験
調
査
報
告
書
〈
抜
粋
〉

勝
浦
町
の
良
さ
は
空
気
、
森
、

水
、
植
物
、
景
色
な
ど
、
自
然
そ

の
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
だ
か

ら
こ
そ
、
こ
の
自
然
や
景
観
を
守
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
を
見
学
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
い
ろ
い
ろ

な
人
に
話
を
聞
く
中
で
、
ゴ
ミ
問

題
、
休
耕
し
た
畑
等
は
そ
の
景
観

を
く
ず
し
か
ね
な
い
問
題
で
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。
・
・
・
例
え
ば
、

「
休
耕
し
た
畑
を
救
え
！
植
樹
ツ

ア
ー
」
の
よ
う
な
企
画
も
お
も
し

ろ
い
と
思
い
ま
し
た
。
楽
し
む
だ

け
で
な
く
、
勉
強
し
て
、
い
い
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
の
も
需
要
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

二
つ
目
に
、
後
継
者
を
つ
く
る

た
め
に
も
子
ど
も
た
ち
を
地
域
づ

く
り
に
参
画
さ
せ
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
感
じ
ま
す
。
・
・
・
学

校
内
で
も
学
校
外
で
も
話
を
聞
い

て
知
識
に
留
め
る
だ
け
で
な
く
、

体
験
的
な
学
習
が
「
遠
い
と
こ
ろ

で
お
こ
っ
て
い
る
す
ご
い
こ
と
」

と
い
う
感
覚
か
ら
自
分
達
も
関
わ
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
と
い
う
子
ど
も

達
の
意
欲
や
や
る
気
と
い
う
も
の

を
動
か
す
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

（
赤
池
香
澄
）

ふ
れ
あ
い
の
里
を
中
心
と
し
て
、

周
辺
の
民
家
に
お
手
伝
い
の
募
集

や
民
泊
の
募
集
を
募
り
、
一
泊
か

ら
長
期
的
な
滞
在
を
考
え
ま
す
。

そ
の
と
き
体
験
者
は
受
け
入
れ
民

家
に
一
泊
二
千
円
程
度
の
料
金
を

払
う
よ
う
に
し
ま
す
。
こ
れ
は
私

が
今
回
宿
泊
を
体
験
さ
せ
て
も
ら
っ

て
、
「
こ
れ
な
ら
安
す
ぎ
る
!!
」

と
思
う
値
段
で
、
し
か
し
受
け
入

れ
て
く
れ
た
民
家
か
ら
し
た
ら

「
そ
ん
な
に
い
ら
な
い
よ
」
と
い

う
値
段
で
し
た
。
ど
ち
ら
の
負
担

に
も
な
ら
な
い
こ
と
を
前
提
と
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
体
験
内
容
は

普
段
や
っ
て
い
る
作
業
の
お
手
伝

い
や
、
そ
れ
を
使
っ
た
料
理
、
ふ

れ
あ
い
の
里
を
利
用
し
た
体
験
学

習
、
ま
た
は
単
に
話
を
し
て
ご
飯

を
一
緒
に
作
っ
て
泊
ま
る
だ
け
の

交
流
で
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
・
・
・

体
験
者
は
田
舎
暮
ら
し
を
通
し
て

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ
で
し
ょ

う
。
民
家
の
方
も
新
鮮
さ
を
感
じ
、

町
の
魅
力
を
再
確
認
し
、
よ
り
こ

の
勝
浦
町
を
好
き
に
な
る
で
し
ょ

う
。
多
く
の
人
が
自
分
の
故
郷
勝

浦
町
を
訪
れ
た
と
き
、
多
く
の
人

が
第
二
の
故
郷
と
し
て
勝
浦
町
を

挙
げ
て
く
れ
た
と
き
に
は
、
勝
浦

町
は
も
っ
と
素
敵
な
、
活
気
に
あ

ふ
れ
る
町
と
な
り
、
人
口
も
あ
る

程
度
の
線
を
保
つ
よ
う
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

『
な
ん
に
も
な
い
＝
な
ん
で
も

あ
る
』
勝
浦
町
は
間
違
い
な
く
す

ば
ら
し
い
町
で
す
。
自
信
を
持
っ

て
こ
の
町
を
自
慢
し
て
く
だ
さ
い
。

私
は
勝
浦
町
が
大
好
き
で
す
。
必

ず
ま
た
遊
び
に
き
ま
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

勝
浦
町
万
歳
!!

（
大
庭
圭
輔
）

宝くじの受託事業収入で中山地区の八幡神社

に新しい太鼓やつつみ、鉦吾などの演奏用具が

整備されました。今後、八幡神社で行われる秋

祭や鎮疫祭、地神祭、祈念祭など神楽の奉納行

事ですばらしい音色が演じられ、伝統的な神楽

演奏が受け継がれていくことでしょう。

二
年
目
と
な
っ
た
「
地
域
づ
く
り
イ
ン
タ
ー
ン
事
業
」、
今
年
は

赤
池
香
澄
さ
ん
（
千
葉
大
四
年
）
と
、
大
庭
圭
輔
さ
ん
（
東
京
農

大
三
年
）
が
、
八
月
十
五
日
か
ら
九
月
三
日
ま
で
の
二
十
日
間
ふ

れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と
を
拠
点
に
勝
浦
町
で
滞
在
し
、
い
ろ
い
ろ

な
体
験
を
し
ま
し
た
。
勝
浦
町
で
の
経
験
を
も
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
で
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
ま
た
勝
浦
町
で
再
会
で
き

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

平成17年度

コミュニティ
助成事業
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machikado sanpomichi

昨
年
に
引
き
続
き
、
音
楽
部
は
今

年
も
徳
島
県
の
代
表
と
し
て
２
つ
の

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
四
国
大
会
に
出

場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
県
の

代
表
と
し
て
、
心
を
込
め
た
精
一
杯

の
演
奏
を
し
て
き
ま
し
た
。

結
果
は
、
八
月
二
十
六
日
の
「
Ｎ

Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
四

国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
」
で
念
願
の
銅
賞

（
ベ
ス
ト
四
）、
九
月
三
日
の
「
全
国

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
四
国
支
部
大
会
」

で
は
金
賞
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
全
国
大
会
へ
の
夢

は
果
た
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
部
員

三
十
七
人
の
頑
張
り
が
四
国
大
会
で

認
め
ら
れ
た
こ
と
を
本
当
に
嬉
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。

コ
ン
ク
ー
ル
に
向
け
て
の
練
習
の

中
、
今
ま
で
の
先
輩
が
築
い
て
く
だ

さ
っ
た
素
晴
ら
し
い
伝
統
を
絶
や
し

て
は
い
け
な
い
…
部
員
の
そ
の
思
い

は
、
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
「
勝
た
な
け
れ
ば
」
と
い
う
気

負
い
で
す
。
け
れ
ど
も
、
「
歌
」
は

勝
ち
負
け
を
競
う
も
の
で
は
な
く
、

歌
う
こ
と
は
心
か
ら
楽
し
む
こ
と
だ

と
思
う
の
で
部
員
に
は
そ
の
こ
と
を

何
度
か
話
し
ま
し
た
。

勝
浦
中
学

校
の
音
楽
部
三
十
七
人
が
心
の
こ
も
っ

た
歌
を
届
け
る
素
晴
ら
し
い
メ
ッ
セ

ン
ジ
ャ
ー
を
目
指
そ
う
！
そ
の
た
め

に
良
い
音
楽
創
り
を
し
よ
う
、
演
奏

技
術
も
磨
こ
う
！

部
員
は
本
当
に
よ
く
練
習
し
ま
す
。

そ
し
て
素
直
で
前
向
き
で
す
。
夏
休

み
も
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
休
ま
ず
練

習
に
参
加
し
、
部
長
と
パ
ー
ト
リ
ー

ダ
ー
が
中
心
に
な
っ
て
自
主
的
に
練

習
を
進
め
て
く
れ
ま
し
た
。
講
習
会

や
講
師
の
先
生
の
指
導
で
学
ん
だ
こ

と
も
素
直
に
実
践
し
、
ど
ん
ど
ん
自

分
の
も
の
に
し
て
い
き
ま
し
た
。
徳

島
県
の
レ
ベ
ル
が
少
し
ず
つ
上
が
っ

て
い
る
中
、
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
私
た

ち
ら
し
い
演
奏
が
で
き
代
表
に
選
ば

れ
た
の
も
そ
の
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。

松
山
で
行
わ
れ
た
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
は
最
高
の
演
奏
で
し
た
。
指
揮

を
終
え
た
後
こ
ん
な
に
充
実
し
た
気

持
ち
に
な
っ
た
の
は
初
め
て
で
し
た
。

ま
た
、
高
知
で
行
わ
れ
た
も
う
ひ

と
つ
の
コ
ン
ク
ー
ル
も
、
ベ
ス
ト
を

尽
く
し
た
演
奏
で
審
査
員
の
方
か
ら

も
良
い
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

四
国
大
会
と
い
う
合
唱
の
奥
深
さ
・

面
白
さ
・
難
し
さ
・
楽
し
さ
を
味
わ

え
る
高
い
レ
ベ
ル
の
演
奏
の
中
、
同

じ
舞
台
に
立
っ
て
演
奏
す
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
は
部
員
に
と
っ
て
も
私

に
と
っ
て
も
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま

し
た
。

ま
た
、
生
徒
た
ち
は
部
活
動
を
通

し
て
、
音
楽
の
面
だ
け
で
な
く
様
々

な
経
験
を
糧
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

感
動
・
悔
し
さ
・
厳
し
さ
・
思
い
や

り
・
う
れ
し
さ
…
全
て
が
、
き
っ
と

こ
れ
か
ら
の
日
々
に
生
か
さ
れ
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
登
下
校

の
時
、
地
域
の
方
が
部
員
に
か
け
て

く
だ
さ
っ
た
「
頑
張
り
よ
！
」
の
声
。

演
奏
会
場
に
足
を
運
ん
で
下
さ
っ
た

皆
様
。
昼
か
ら
の
練
習
に
持
た
せ
て

く
れ
た
お
弁
当
。
音
楽
部
を
卒
業
し

て
い
っ
た
先
輩
の
応
援
。
昨
年
ま
で

共
に
頑
張
っ
て
く
れ
た
丸
與
先
生
。

先
生
方
や
地
域
の
方
々
の
協
力
。
そ

う
し
た
支
え
や
応
援
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
私
た
ち
は
頑
張
れ
ま
し
た
。
感

謝
の
気
持
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

三
年
生
が
引
退
す
る
と
三
十
七
名

だ
っ
た
部
員
も
十
九
名
と
少
な
く
な

り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
歌
う
楽
し

さ
を
忘
れ
ず
、
心
を
込
め
た
演
奏
の

で
き
る
音
楽
部
で
あ
る
よ
う
日
々
努

力
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
応
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

勝
浦
中
学
校

音
楽
部
顧
問

田

川

恭

子

結

果

◆
七
月
二
十
六
日

全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
徳
島

県
大
会

金
賞

◆
八
月
十
八
日

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー

ル
徳
島
県
大
会

金
賞

◆
八
月
二
十
六
日

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー

ル
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
（
松
山
）

銅
賞

◆
九
月
三
日

全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
四
国

支
部
大
会
（
高
知
）

金
賞

勝浦中学校音楽部

応援ありがとうございました。



９

９月17日 、「ＵＮＬＩＭＩＴＥＤ ＰＯＳＳＩＢＩＬＩ

ＴＩＥＳ」をテーマに開催された勝中祭では生徒たち

の情熱あふれる合唱や踊りに無限の可能性が感じら

れました。

▲「勝中祭」開催

まちかど散歩みち

▲勝浦タイガース 準優勝

９月３日・10日・11日、加茂名小学校グラウンド他で第21

回選抜少年野球加茂名大会が開催されました。

勝浦タイガースは新人戦となる今大会で新チームが一丸と

なって順調に勝ち進み、準優勝の栄誉を勝ち取りました。

また、今回すばらしい活躍を見せた河村朋彦君が優秀選手

に選ばれました。

▼

▲運動会開催 横瀬＆生比奈小学校

少し秋の気配が漂い始めた９月18日 、横瀬小

学校、生比奈小学校で運動会が開催されました。

日中はまだまだ炎暑が続く中、児童らの躍動感

あふれる競技や演技に暑さも吹き飛ぶ１日でした。

▲子育て交流支援センター 祖父母参観

９月13日に祖父母参観が行なわれました。

「おばあちゃん見て見て！すごいでしょ？」

子育て交流支援センター（旧 沼江保育所）にて
〈中山 北内昭子さん撮影〉

９月 町内の出来事
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注１：土砂等の埋立て等

土砂等（土砂及びこれに混入し、又は吸着した

物。）による土地の埋立て、盛土その他の土地へ

の堆積をする行為。ただし、製品の製造若しくは

加工のための原材料又は試験、検査等のための試

料の堆積をする行為その他次の施設における行為

を除く。

①廃棄物の処理及び清掃に関する法律の規定に

よる許可を受けた一般廃棄物処理施設又は産

業廃棄物処理施設

②汚染された土砂等を処理するための施設で知

事が指定するもの

注２：特定事業

土砂等の埋立て等に供する区域以外の場所から

採取された土砂等による、土砂等の埋立て等をす

る事業で、その区域の面積が3,000㎡以上である

もの。

※市町村の定める条例で、3,000㎡未満でも

許可等が必要な場合があります。

注３：土壌基準

土砂等の汚染状態の基準。人の健康を保護し、

及び生活環境を保全する上で維持することが必要

なものとして、化学的検査を根拠とし、『環境基

本法』に基づく“土壌の汚染に係る環境基準”に

準拠した基準値を定めている。

土砂等の埋立て等

事業区域外からの土砂等による埋立て等

3,000㎡未満

※知事の許可不要

3,000㎡以上

知事の許可が必要

特定事業

ねらい

土砂等の埋立て等注１について必要な規制を行なうことにより、

土壌の汚染及び水質の汚濁並びに災害の発生を防止し、もって

生活環境の保全を図るとともに県民の生活の安全を確保します。

対象者

土砂等の埋立て等を行なう者

土砂等の埋立て等に供する土地の所有者等

特定事業注２を行なう者

内 容

１ 土壌基準注３に適合しない土砂等による埋立て等の禁止

土壌基準に適合しない土砂等を使用して土砂等の埋立て等を

し、又はそのために土地を提供してはなりません。

２ 土砂等の埋立て等による崩落等の防止

土砂等の埋立て等をする者及びそのために土地を提供した者

は、土砂等が崩落し、飛散し、又は流出しないよう必要な措置

を講じなければなりません。

３ 特定事業である場合の規制

特定事業を行なう者は、あらかじめ、知事の許可を受けなけ

ればなりません。また、許可を受けた者は、土砂等の搬入の届

出、土壌検査、水質検査等を行なわなければなりません。

★問い合わせ★

徳島県県民環境部環境局

環境管理課生活環境保全室

088(621)2294 FAX 088(621)2847

E-mail：kankyoukanrika＠pref.tokushima.lg.jp

勝浦町では、町民の安全な生活環境を確保するた

めに『勝浦町土砂等による土地の埋立て等の規制に

関する条例』を制定しました。

次に該当する場合に届出が必要となります。

◎面積1,000㎡以上3,000㎡未満の場合

◎埋立て等を行う日前1年以内に、同一事業主によっ

て事業区域に隣接する土地において埋立て等が行

われ、当該土地の面積と事業区域の面積とを合算

した面積1,000㎡以上3,000㎡未満となる場合

（適用除外事業）
①国又は地方公共団体が町の区域内で行う事業

②国又は地方公共団体が町の区域内で行った工事

によって生じた土砂等を使用して行う事業

③町の区域内で行った工事によって生じた土砂等

を使用して、法令（条例及び規則を含む。）に

基づき許可又は認可を受けて行う事業

④採石法、砂利採取法に基づき許認可等がなされ

た採取場から採取された土砂等を販売するため

に、一時的に土砂等のたい積を行う事業

⑤前４号に掲げるもののほか、災害対策及び安全

な生活環境の確保に支障がないものとして定め

る埋立て等

自らの耕作の用に供するため、所有権その他の

耕作に関する権限を有する農地に自ら客土する

事業

自らが居住する住宅建設の用に供するため、自

らの土地を埋立てる事業

宅地内の雨水排水対策のため、自ら居住の用に

供している土地に盛土する事業

国又は地方公共団体の補助を受けて行う事業

※条例に違反した場合，町長は必要な措置を命令する

ことができます。罰則が適用されることがあります。

問い合わせ 役場建設課 08854(2)1506

10月1日より土砂等の埋立て等が

「徳島県生活環境保全条例」の
規制対象になります。
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情 報 ア ラ カ ル ト

時

間

午
前
九
時
四
十
五
分
～

午
前
十
一
時
十
五
分

場

所

生
比
奈
保
育
所

（
リ
ズ
ム
室
及
び
園
庭)

対
象
者

〇
歳
～
五
歳
児

（
家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い
る

子
ど
も
と
保
護
者
）

育
児
相
談
事
業

時

間

平
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

内

容
お
子
さ
ま
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
共

に
楽
し
く
子
育
て
し
ま
し
ょ
う
。

わ
ん
ぱ
く
教
室
に
お
越
し
に
な
ら
れ
た
と

き
や
子
ど
も
の
送
迎
時
に
、
気
楽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
電
話
で
の
相
談
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

生
比
奈
保
育
所

(

２)

３
０
７
７

日

時

十
月
三
十
日

午
前
八
時
三
十
分
集
合

午
前
九
時
開
会
式

※
雨
天
の
場
合
、
十
一
月
三
日
（
文
化
の
日
）

に
延
期
し
ま
す
。

場

所

勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

「
い
つ
ま
で
も
健
康
で
い
た
い
」
そ
ん
な

願
い
と
、
健
康
や
福
祉
に
つ
い
て
一
層
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
勝
浦
町
で
は

年
に
一
回
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
健
康
・
福
祉
ま

つ
り
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
徳
島
新
聞
社
の
移
動
編

集
局
事
業
と
共
催
で
実
施
し
ま
す
。

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日

時

十
月
九
日午

前
十
一
時
か
ら

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

主
な
内
容

・
式
典
及
び
表
彰

・
基
調
講
演

「
食
育
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
」

講
師

農
林
水
産
省
消
費
・
安
全
局

消
費
者
情
報
官
補
佐

勝

野

美

江

氏

☆
試
食
コ
ー
ナ
ー

・
食
生
活
改
善
推
進
員
の
カ
ル
シ
ウ
ム
を
と
ろ
う

・
男
の
料
理
教
室
の
簡
単
お
や
つ

※
ま
た
、
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
ボ
ラ
テ
ィ
ア

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
福
祉
課

(

２)

１
５
０
２

十
月
十
七
日

か
ら
二
十
三
日

ま
で

「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

行
政
相
談
は
、
国
、
県
、
市
町
村
な
ど
の

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
、
意
見
な
ど
を

聞
い
て
、
そ
れ
ら
の
解
決
を
図
り
、
行
政
運

営
の
改
善
に
反
映
さ
せ
る
も
の
で
す
。
行
政

相
談
週
間
は
、
こ
の
制
度
を
広
く
国
民
の
皆

さ
ん
に
普
及
し
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

全
国
一
斉
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

勝
浦
町
で
は
、
行
政
相
談
週
間
に
先
立
ち

行
政
相
談
委
員
が
、
徳
島
行
政
評
価
事
務
所

の
支
援
の
も
と
、
次
の
と
お
り
行
政
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
、
苦
情
が
あ
る
、

困
っ
て
い
る
、
こ
う
し
て
ほ
し
い
、
制
度
や

仕
組
み
が
分
か
ら
な
い
、
ど
こ
に
相
談
し
て

よ
い
か
分
か
ら
な
い
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

行
政
相
談
所

日

時

十
月
十
四
日

午
後
一
時
～
午
後
四
時
三
十
分

場

所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

一
階

相
談
室

担
当
行
政
相
談
員

高
橋
嗣
男
さ
ん

相
談
内
容

道
路
（
道
路
標
識
の
見
直
し
、

凹
凸
の
解
消
な
ど
）、
登
記
（
相
続
の
と

き
の
登
記
方
法
な
ど
）
、
年
金
（
遺
族
年

金
、
国
民
年
金
の
受
給
手
続
き
な
ど
）
、

窓
口
の
対
応
、
そ
の
他

※
毎
月
第
二
金
曜
日
は
、
行
政
相
談
日
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

10月26日 10月20日 10月12日 10月１日

★
園
庭
開
放
日

九
時
四
十
五
分
～
十
一
時
十
五
分

★
遠
足

期
日
が
変
更
し
て
い
ま
す
か
ら
、

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
！

場
所

星
谷
運
動
公
園
時

十
一
時
～
十
三
時

現
地
集
合
・
現
地
解
散

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る
。

★
身
体
測
定

★
誕
生
会
（
十
月
生
）

★
運
動
会

場
所

生
比
奈
小
学
校
屋
外
運
動
場

時
間

九
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分

※
雨
天
時
は
生
比
奈
小
学
校
屋
内
運

動
場
（
体
育
館
）

お
知
ら
せ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
か
ら

★
十
月
の
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

あ
な
た
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

～
秋
の
行
政
相
談
週
間
～

第
44
回

町
民
体
育
大
会

第
十
五
回
健
康
・
福
祉
ま
つ
り

の
開
催
に
つ
い
て
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第
二
十
二
回
「
国
民
文
化
祭
」
が
、
平
成

十
九
年
に
徳
島
県
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

勝
浦
町
も
「
人
形
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
勝

浦
」
と
し
て
、
伝
統
文
化
の
阿
波
人
形
浄
瑠

璃
芝
居
と
、
日
本
一
を
誇
る
「
ビ
ッ
グ
ひ
な

祭
り
」
で
参
加
し
ま
す
。
人
形
文
化
に
花
を

添
え
る
た
め
、
町
で
成
熟
し
て
い
る
「
花
づ

く
り
団
体
」
や
「
勝
浦
高
校
」
の
ご
協
力
を

得
て
会
場
一
面
を
花
で
飾
り
、
「
人
形
文
化

と
花
の
香
り
」
を
テ
ー
マ
に
「
人
形
と
花
の

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

国
民
文
化
祭
は
二
年
後
で
す
が
、
よ
り
多

く
の
県
内
外
か
ら
の
お
客
様
に
訪
れ
て
い
た

だ
く
た
め
に
は
、
今
年
か
ら
、
町
民
み
な
さ

ん
の
理
解
と
協
力
を
い
た
だ
き
、
気
運
を
盛

り
上
げ
「
秋
の
イ
ベ
ン
ト
」
と
し
て
、
定
着

さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

実
施
の
方
法
は
、
会
場
と
な
る
生
名
地
区

の
「
人
形
文
化
交
流
館
」
の
ひ
な
壇
を
中
心

に
、
花
と
人
形
を
創
意
工
夫
・
斬
新
な
ア
イ

デ
ア
で
飾
り
付
け
、
花
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ト
を
創

造
し
ま
す
。

中
央
の
大
・
小
ひ
な
壇
に
は
約
三
百
五
十

個
の
プ
ラ
ン
タ
ー
を
中
心
に
並
べ
、
周
辺
に

約
四
百
五
十
個
の
プ
ラ
ン
タ
ー
を
並
べ
る
計

画
で
す
。
人
形
は
、
ひ
な
人
形
と
手
作
り
人

形
を
飾
り
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
に
協
力
を
お
願
い
し
た

い
の
は
、
花
が
数
多
く
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
家
庭
で
趣
味
で
、
楽
し
み
で
花
を
作
ら

れ
貸
し
出
し
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

花
は
、
プ
ラ
ン
タ
ー
か
鉢
植
え
で
、
十
月

二
十
六
日
の
午
前
九
時
か
ら
十
二
時
ま
で
に

持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
引
き
取
り
は
、

十
月
三
十
一
日
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま

で
に
お
願
い
し
ま
す
。

す
べ
て
、
無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

開
催
日十

月
二
十
八
日

～
三
十
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

開
催
場
所

「
人
形
文
化
交
流
館
」

主

催

人
形
と
花
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ

役
場
産
業
振
興
課

(

２)

１
５
０
５

「
花
ピ
ラ
」花
で
飾
ろ
う
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
！

人
形
と
花
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

10
月
28
日
～
30
日

夫
婦
の
生
活
時
間

夫
の
家
事
な
ど
の
時
間
は
、

夫
が
仕
事
を
し
て
い
て
妻
が

専
業
主
婦
の
世
帯
の
場
合
で

三
十
二
分
、
共
働
き
の
世
帯

の
場
合
で
も
二
十
五
分
と
、

妻
が
働
い
て
い
る
か
ど
う
か

に
か
か
わ
ら
ず
、
夫
が
家
事

や
育
児
な
ど
に
か
け
る
時
間

は
妻
と
比
べ
て
と
て
も
短
く

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
男
性
は
共
働
き
で

あ
る
か
ど
う
か
で
生
活
実
態

は
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、

女
性
は
共
働
き
の
場
合
は
仕

事
を
し
な
が
ら
家
事
や
育
児

も
担
い
、
余
暇
時
間
が
少
な

く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
こ
の

グ
ラ
フ
か
ら
わ
か
り
ま
す
。

女
性
も
男
性
も
い
き
い
き

と
輝
い
た
生
活
を
送
る
た
め

に
は
、
お
互
い
に
協
力
し
あ

い
、
男
性
も
積
極
的
に
家
事

や
育
児
な
ど
に
関
わ
っ
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
課

(
２)

１
５
０
１

男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ
し
て

出番に向けて栽培中の花



徳
島
新
聞
社
で
は
「
移
動
編
集
局
第
四
弾
・

勝
浦
郡
た
か
ら
も
の
発
見
」
を
開
催
し
、
色
々

な
イ
ベ
ン
ト
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

十
月
二
十
八
日
に
は
「
人
形
浄
瑠
璃
・
文

化
の
杜も

り

」
と
し
て
、
町
出
身
の
文
楽
人
形
遣

い
の
「
吉
田
文
司
氏
」
と
義
太
夫
「
竹
本
友

和
嘉
さ
ん
」
を
お
招
き
し
、
親
子
で
文
楽
を

体
験
す
る
参
加
型
の
人
形
浄
瑠
璃
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

日

時

十
月
二
十
八
日

場

所

勝
浦
町･

生
名

「
人
形
文
化
交
流
館
」

当
日
日
程

三

番

叟

18
時
30
分
～
18
時
45
分

浄
瑠
璃
体
験

18
時
50
分
～
19
時
20
分

19
時
25
分
～
19
時
55
分

艶
姿
女
舞
衣

20
時
00
分
～
20
時
12
分

入
場
・
参
加
…
無
料
（
整
理
券
必
要
）

定

員
…
…
…
二
百
人

お
申
込
方
法

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

「
人
形
浄
瑠
璃

文
化
の
杜
」
と
ハ
ガ
キ
に

書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

（
宛
先
）
〒
七
七
〇
ー
八
五
七
二

徳
島
市
中
徳
島
町
二
ー
五
ー
二
徳
島
新

聞
社
企
画
事
業
部
「
移
動
編
集
局
・
勝
浦

郡
た
か
ら
も
の
発
見
係
」

毎
年
、
多
く
の
死
傷
者
を
出
し
て
い
る
交

通
事
故
。
そ
の
発
生
件
数
は
、
こ
の
十
年
間

で
約
三
十
一
％
も
増
加
し
、
平
成
十
六
年
は

発
生
件
数
・
負
傷
者
数
と
も
に
過
去
最
多
件

数
を
記
録
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

毎
年
絶
え
な
い
交
通
事
故
は
、
誰
も
が
被

害
者
に
も
、
そ
し
て
加
害
者
に
も
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
よ
り

い
っ
そ
う
自
賠
責
制
度
の
役
割
や
、
保
険
・

共
済
金
支
払
い
の
し
く
み
に
対
す
る
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

自
賠
責
保
険
・
共
済
っ
て
何
？

原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
す
べ
て
の
自
動

車
の
保
有
者
に
、
自
動
車
一
台
ご
と
の
加
入

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
に
よ
り
加
害
者
と
な
っ
た
と
き

は
、
被
害
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
を
負

い
ま
す
。
強
制
保
険
で
あ
る
自
賠
責
保
険
・

共
済
は
、
す
べ
て
の
加
害
者
の
賠
償
責
任
を

担
保
す
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
被
害
者
の

基
本
的
な
対
人
賠
償
を
保
証
す
る
役
割
を
持
っ

て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
自
賠
責
は
有
効
で
す
か
？

車
検
制
度
の
な
い
二
百
五
十
cc
以
下
の
バ

イ
ク
（
原
付
・
軽
二
輪
）
は
、
か
け
忘
れ
、

期
限
切
れ
に
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
（
無

保
険
・
無
共
済
で
自
動
車
を
運
行
す
る
と
免

許
停
止
な
ど
の
処
罰
の
対
象
と
な
り
ま
す
。）

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
損
害
保
険
会
社
・

共
済
協
同
組
合
で
取
り
扱
っ
て
お
り
、
二
百

五
十
cc
以
下
の
バ
イ
ク
の
場
合
、
最
寄
り
の

コ
ン
ビ
ニ
・
郵
便
局
や
バ
イ
ク
店
で
も
加
入

で
き
ま
す
。

も
っ
と
自
賠
責
を
知
り
た
い
方
は

自
賠
責
制
度
の
詳
し
い
内
容
は
次
の
ア
ド

レ
ス
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

h
tt
p:
//
ww
w.
ji
ba
i.
jp

問
い
合
わ
せ

国
土
交
通
省
四
国
運
輸
局
徳
島
運
輸
支
局

０
８
８（
６
４
１
）４
８
１
１

こ
の
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働
く
方
々
の

た
め
に
、｢

中
小
企
業
退
職
金
共
済
法｣

と

い
う
法
律
に
よ
り
国
が
作
っ
た
退
職
金
制
度

で
す
。

事
業
主
の
方
々
は
、
現
場
で
働
く
労
働
者

の
共
済
手
帳
に
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金

と
な
る
共
済
証
紙
を
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が

建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に
建

退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
い
わ

ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主
…
建
設
業
を
営
む
方

対
象
と
な
る
労
働
者
…
建
設
業
の
現
場
で

働
く
人

掛

金
…
…
日
額

三
百
十
円

★
特

長
★

◎
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、
申
し
込

み
手
続
き
は
簡
単
で
す
。

◎
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

◎
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

◎
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
法

人
は
損
金
、
個
人
で
は
必
要
経
費
と
し
て

扱
わ
れ
、
税
法
上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま

す
。

◎
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
企
業
間

を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

｢

よ
う
こ
そ
建
退
共
へ｣

で
、
退
職
金
の
試
算
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
請
求

等
、
建
退
共
制
度
の
知
り
た
い
情
報
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ア
ク
セ
ス
し
て
ご

覧
下
さ
い
！

ア
ド
レ
ス

http://www.kentaikyo.
taishokukin.go.jp/

★
詳
し
い
こ
と
は
、
も
よ
り
の
建
退
共
徳
島

県
支
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

０
８
８（
６
２
２
）３
１
１
３

13

加
入
し
て
い
ま
す
か
？

あ
な
た
を
守
り
、あ
な
た
を
支
え
る

自
賠
責
制
度

文
楽
を
体
験
し
よ
う
！

人
形
浄
瑠
璃
「
文
化
の
杜も

り

」

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度
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役
場
福
祉
課
へ
届
け
出
が
必
要
で
す
。

持
参
す
る
も
の

健
康
保
険
証
・
老
人
保
健
医
療
受
給
者
証
・

印
鑑

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て

け
が
を
し
た
場
合
で
も
、
届
け
出
に
よ
り
老

人
保
健
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
、
老
人
保
健
が
あ
な
た
の
医
療
費

を
一
時
立
て
替
え
、
後
で
加
害
者
に
費
用
を

請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

示
談
は
慎
重
に
！

先
に
加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け
取
っ
た

り
、
示
談
を
済
ま
せ
て
し
ま
う
と
、
老
人
保

健
で
治
療
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

届
け
先
・
問
い
合
わ
せ

役
場
福
祉
課

(

２)

１
５
０
２

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
ほ
っ
ぺ
ん
ク
ラ
ブ
」

の
十
月
行
事
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
を
広
げ
、
親
も
子

供
も
気
軽
に
楽
し
め
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

一
度
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。

十
月
の
活
動
内
容

○

読
み
き
か
せ

○

育
児
相
談
（
十
月
十
八
日

）

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
開
催

日

時

平
成
十
七
年
十
月
二
十
九
日

午
後
五
時
～（
予
定
）

場

所

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

(

４)

２
０
２
６

徳
島
県
で
は
、
安
全
か
つ
適
正
な
農
薬
の

使
用
の
確
保
を
目
的
と
し
、
農
産
物
の
安
全
・

安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
農
薬
の
取
扱
に
つ

い
て
産
地
の
指
導
的
役
割
を
果
た
す
人
材
を

育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
十
五
年
よ

り
徳
島
県
農
薬
適
正
使
用
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
認

定
事
業
（
現
在
…
四
百
八
十
一
名
）
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

本
事
業
の
趣
旨
を
御
理
解
の
う
え
、
受
講

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場
産
業
振
興
課

(

２)

１
５
０
５
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

平
成
十
七
年
度
徳
島
県
農
薬
適
正
使
用
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
認
定
研
修
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。研

修
期
日
及
び
会
場

（
会
場
１
）

日

時

平
成
十
七
年
十
一
月
十
日

午
前
十
時
～
午
後
四
時

会
場
名

森
林
林
業
研
究
所

研
究
発
表
室

（
会
場
２
）

日

時

平
成
十
七
年
十
一
月
十
四
日

午
前
十
時
～
午
後
四
時

会
場
名

三
野
町
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
紅

葉
の
里
）
研
修
室

受
講
申
請
書
の
受
付
期
間

平
成
十
七
年
十
月
十
二
日

ま
で
に

（
産
業
振
興
課
）

受
講
料

無
料

と
き
・
と
こ
ろ

平
成
十
七
年
十
一
月
～
十
八
年
二
月
に
か

け
て
、
実
技
試
験
と
学
科
試
験
が
県
内
各
会

場
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

職

種

配
管
な
ど
三
十
八
職
種

申
し
込
み

十
月
七
日
ま
で
に
、
徳
島
県
職
業
能
力
開

発
協
会
、
徳
島
・
阿
南
・
西
部
テ
ク
ノ
ス
ク
ー

ル
、
鳴
門
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
、
牟
岐

町
商
工
会
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

☆
詳
し
く
は
、
県
職
業
能
力
開
発
協
会

０
８
８(

６
３
３)

２
３
１
６

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

来
春
（
平
成
十
八
年
）
植
林

す
る
杉
・
桧
等
の
苗
木
の
申
し

込
み
を
次
の
と
お
り
受
付
け
し

ま
す
の
で
、
期
日
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
は
平
成
十
七
年
十
二
月
二
十
七

日

ま
で
に
し
て
く
だ
さ
い
。

苗
木
の
配
付
は
、
平
成
十
八
年
三
月
十
一

日

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

徳
島
中
央
森
林
組
合
勝
浦
支
所

(

２)

１
５
１
２

ほ
っ
ぺ
ん
ク
ラ
ブ
十
月
行
事

募

集

健
康
保
険
証
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

老

人

保
健

老
人
保
健
の
方
が

交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き

技
能
検
定
試
験
の
ご
案
内

山
林
用
苗
木
の
申
し
込
み

平
成
17
年
度

徳
島
県

農
薬
適
正
使
用
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

認
定
研
修
実
施
要
領

日

時

毎
週
火
曜
日

午
前
十
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分

場

所

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば
（
沼
江
）

対
象
者

〇
～
五
歳
児
（
家
庭
で
保
育
さ
れ

て
い
る
子
供
と
保
護
者
）
並
び
に

妊
婦
さ
ん
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国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
年
報
に
よ
る
と
悪
質
商
法
の
被
害
者
の
年
代

は
、
二
十
歳
代
、
三
十
歳
代
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
男
女

別
で
は
男
性
の
割
合
が
や
や
高
く
、
職
業
別
で
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
最

も
多
い
の
で
す
。
ち
な
み
に
手
口
別
で
は
、
こ
こ
数
年
、
電
話
勧
誘
販

売
被
害
が
他
を
大
き
く
引
き
離
し
て
一
位
を
独
占
し
て
い
ま
す
。
被
害

者
層
は
、
主
と
し
て
二
十
歳
代
か
ら
三
十
歳
代
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
す
。

こ
れ
は
「
購
買
活
動
が
盛
ん
な
層
は
被
害
も
多
い
」
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
。
つ
ま
り
、
消
費
生
活
で
い
ろ
い
ろ
な
モ
ノ
を
買
っ
た
り
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
り
す
る
購
買
活
動
を
し
て
い
る
消
費
者
で
あ
る
以
上
、

誰
で
も
被
害
に
あ
う
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
自
己
管
理
や

悪
質
商
法
へ
の
注
意
が
一
層
重
要
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

０
８
８（
６
２
３
）０
６
１
１

役
場
住
民
課

(

２)

１
５
０
１

消
費
者
の
豆
知
識
⑳

ど
ん
な
消
費
者
が
悪
質
商
法
に
狙
わ
れ
る
の
か
？

勝
浦
町
教
育
委
員
会
で
は
、
小
中

学
校
児
童
・
生
徒
が
放
課
後
や
休
日

を
健
全
で
安
全
に
過
ご
せ
る
た
め
に
、

地
域
住
民
の
方
々
を
中
心
と
し
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
り
、
八
月
か

ら
子
ど
も
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。

多
彩
な
教
室
を
開
催
し
て
お
り
、

町
内
の
小
中
学
校
に
通
う
児
童
・
生

徒
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
参
加
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
遊
び
に
き
ま
せ

ん
か
？

参
加
費
は
い
ず
れ
の
教
室
と
も
に

無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
一
部
の

教
室
で
、
教
材
費
が
有
料
と
な
っ
て

い
ま
す
）

★
詳
し
く
は
、
勝
浦
町
教
育
委
員
会

内
〈

(

２)

２
５
１
５
〉
勝
浦
町
地

域
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
実
行
委
員

会
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

教 室 名 内 容 開 催 日 場 所 参加資格 申 込

勝浦町子ども
教 室

陸 上 教 室 日曜日（日指定） 勝浦中学校 小学校高学年・中学生 現地集合

化 石 採 集 体 験 学 習 11/６ 立 川 小中学生 勝浦町教育委員会

天 体 観 測 10/22 ・12/17 那賀川町科学センター

小中学生
子育て交流
支援センター

バルーンアート体験学習 11/12 こどもの広場

む か し の あ そ び 10/16 ・１/15 こどもの広場

小 学 校対 抗綱 引き 大 会 10/30 勝浦中学校 小学生 生比奈・横瀬小学校

生比奈子ども教室 金 管 楽 器 演 奏 体 験 毎週火曜日 生比奈小学校 生比奈小学校生 生比奈小学校

横瀬子ども教室 金 管 楽 器 演 奏 体 験 毎週火曜日 横瀬小学校 横瀬小学校生 横瀬小学校

野 球 教 室

生 比 奈 ク ラ ブ と
い っ し ょ に 野 球 練 習

９月 火・金曜日
生比奈小学校
グラウンド

生比奈小学校生

現地集合

勝 浦 タ イ ガ ー ス と
い っ し ょ に 野 球 練 習

９月 水・土曜日
横瀬小学校
グラウンド

横瀬小学校生

バレーボール
教 室

生比奈クラブといっしょにバレー練習 毎週水曜日 生比奈小学校体育館 生比奈小学校生

勝浦JVCといっしょにバレー練習 毎週金曜日 横瀬小学校体育館 横瀬小学校生

バ ス ケ ッ ト
ボ ー ル 教 室

勝浦キッズミニバスクラブ
といっしょにバスケット練習

毎週火・土曜日
生比奈小学校
体育館

生比奈・横瀬
小学校生

平成17年度 勝浦町地域子ども教室開催日程表

国勢調査の結果は、まちづくり

などに生かされます。２１世紀

のまちづくりには、あなたの調

査票が必要です。国政調査員が

調査票を持っておうかがいし

ています。
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国民年金推進員が
戸別に訪問しています

国民年金だより

国民年金推進員とは？

開催日時
講 座 ・ 教 室 名

場 所 定員 備 考
人 権 健 康 教 室 文化･趣味講座

17.７月３日
社会総合大学開校式
（二宮清純講演会）

勝浦町農村環境改善センター なし 終了しました

８月21日
阿波人形芝居フェ
スティバル勝浦

勝浦町農村環境改善センター なし 終了しました

９月27日 リトミック体操
子育て交流支援センター

（旧沼江保育所）
なし 終了しました

10月25日 絵手紙作り体験 ふれあいの里さかもと 30名
事前申込み必要
（先着30名）

11月12日 リトミック体操 子育て交流支援センター
（旧沼江保育所）

なし 飲み物付き

12月６日
うどん打ち･そば
打ち体験試食

ふれあいの里さかもと 30名
事前申込み必要
（先着30名）

12月未定 人権講演会 勝浦町農村環境改善センター なし
日程変更の可能
性あり

18.１月17日
つたかご･リース
作り体験 ふれあいの里さかもと 30名

事前申込み必要
（先着30名）

２月未定 人権講演会 勝浦町農村環境改善センター なし 記念品贈呈

平成17年度 高 齢 者 教 室

①事前申込みが必要な講座は、勝浦町教育委員会 (2)2515へ開催日の７日前までに申し込んでください。（電話でも可）

②送迎バスを運行します。

③都合により日程・内容を変更する場合がございます。（変更する場合は広報誌等でお知らせします。）

④健康教室は軽い体操ができる服装で参加してください。

⑤いずれの講座も参加料は無料です。

⑥開始時間は全ての講座とも午後１時からとなっております。

⑦定員のある講座は先着順とし、定員になりしだい受付を締め切ります。

⑧各講座の案内文書は送付いたしません。

年金受給者の方は現況届を忘れずに！

・国民年金制度の周知や、保険料の納付督励を行っています。

・身分は非常勤の国家公務員で、社会保険事務所の職員です。

・戸別訪問を専門に行い、土曜日や日曜日、夜間にも活動しています。

また、電話による保険料納付のご相談も行っています。

現況届は、１年に１回誕生月の月末までにお出しいただく必要がある大事な届です。

現況届の提出が遅れたり、提出されないときは、年金の支払いが一時停止となりますので

ご注意ください。

現況届は、誕生月の月初めにお送りしています。現況

届が届かない場合や紛失したときは、町役場または社会

保険事務所で用紙をもらって、早急に提出してください。

なお、年金を受け始めて１年以内の方や全額支給停止

の方は提出の必要がないため、お送りしていません。

国民年金に関する問い合わせは

徳島南社会保険事務所
088（652）3111

役場 住民課年金係 (2)1501
〈持参物：年金手帳等〉
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国保と医療費

保険税はみなさんのために
使われています！
国保の保険税は、みなさんが病気やけがをしたときの医療

費としてだけではなく、出産育児一時金や葬祭費などのさま

ざまな給付に使われています。このようにみなさんが納める

保険税は、安心して生活するためにとても大切なものです。

みなさん一人ひとりが保険税について理解し、保険税の納め

忘れがないようにしましょう。

納期限を過ぎると
督促（とくそく）
が行なわれます。
延滞金などを徴収
される場合があり
ます。

通常の保険証の代わ
りに短期被保険者証
が交付されます。

「短期被保険者証」は

有効期限が短いので、

頻繁に更新手続きが必

要になります。

保険証は返還していた
だき、代わりに資格証
明書が交付されます。

「資格証明書」は国保の

被保険者の資格を証明す

るだけのものなので、保

険証のように受診券には

なりません。そのため、

お医者さんにかかるとき

は、医療費をいったん全

額自己負担することにな

ります。

国保の給付が
全部、または
一部差し止め
になります。
それでもなお
納めないでい
ると、差し止
められた保険
給付額から、
滞納分が差し
引かれます。

そ
れ
で
も
納
め
な
い
で
い
る
と
…

納
期
限
か
ら
１
年
を
過
ぎ
る
と
…

納
期
限
か
ら
１
年
６
か
月
を
過
ぎ
る
と
…

保険税と医療費のしくみ

例：医療費が1万円かかった場合（３歳以上70歳未満の人の場合）

保険税を滞納すると……

災害など特別な事情により保険税の納付が困難な場合は、申請により保険税の分割納付など

が認められることがあります。滞納のままにせず、早めに担当窓口にご相談ください。
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先
日
の
人
権
問
題
学
習
の
時
間
に

県
の
人
権
問
題
意
見
発
表
を
聞
き
ま

し
た
。
当
時
中
学
生
だ
っ
た
女
の
子

の
発
表
で
、
演
題
は
「
同
じ
人
間
と

し
て
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

発
表
の
中
で
、
知
能
に
「
障
害
」

の
あ
る
お
兄
さ
ん
が
、
会
社
に
勤
め

た
い
と
い
う
夢
を
叶
え
よ
う
と
努
力

し
て
い
く
姿
が
あ
り
、
そ
の
時
、
発

表
の
内
容
が
私
の
姉
の
立
場
と
と
て

も
似
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
き
、
と

て
も
身
近
な
問
題
と
し
て
捉
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

私
の
姉
は
、
生
ま
れ
つ
き
体
が
小

さ
く
、
身
長
が
ほ
と
ん
ど
伸
び
ま
せ

ん
で
し
た
。
同
世
代
の
子
ど
も
た
ち

よ
り
十
数
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
小
さ
か
っ

た
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
た
び
た
び

治
療
に
通
っ
た
り
、
手
術
を
受
け
て

き
ま
し
た
。

そ
の
頃
、
身
長
の
高
い
私
に
と
っ

て
は
、
身
長
の
低
い
姉
が
か
わ
い
く

見
え
、
む
し
ろ
う
ら
や
ま
し
い
思
い

で
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
姉
は
一
部
の
人
か
ら
差

別
的
な
言
動
で
い
や
な
思
い
を
し
て

き
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
そ
の
事
に
対

し
て
、
姉
は
、
ほ
と
ん
ど
反
論
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分

の
中
で
差
別
を
受
け
た
こ
と
を
押
し

つ
ぶ
し
て
い
た
の
で
す
。
姉
は
、
周

り
か
ら
目
に
は
見
え
な
い
冷
た
い
壁

を
作
ら
れ
、
と
て
も
つ
ら
か
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

集
団
の
中
で
弱
い
立
場
に
立
た
さ

れ
た
姉
に
も
、
何
人
も
の
友
達
が
い

ま
し
た
。
姉
に
差
別
的
な
言
動
を
発

す
る
人
た
ち
に
注
意
を
し
て
く
れ
た

の
で
す
。
そ
し
て
姉
の
心
の
支
え
と

な
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
姉

は
、
毎
日
明
る
く
過
ご
せ
た
の
で
す
。

私
も
周
り
に
目
を
配
り
、
差
別
的

な
行
為
を
見
逃
さ
な
い
、
集
団
の
中

で
弱
い
立
場
に
立
ち
、
つ
ら
い
思
い

を
し
て
い
る
人
に
寄
り
添
い
、
支
え

て
い
け
る
人
に
な
り
た
い
。
ま
た
、

そ
ん
な
仲
間
づ
く
り
を
し
て
い
き
た

い
で
す
。

姉
が
手
術
す
る
前
、
家
族
で
旅
行

に
出
か
け
た
時
の
こ
と
で
し
た
。
お

寺
を
見
に
行
っ
た
と
き
、
思
い
が
け

な
い
長
く
て
段
差
の
き
つ
い
石
段
が

あ
り
ま
し
た
。
姉
は
、
背
が
小
さ
く

一
人
で
上
が
る
の
が
難
し
か
っ
た
の

で
、
父
が
背
負
っ
て
石
段
を
上
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
時
、「
大
丈
夫
で
す

か
。」
と
声
を
か
け
て
く
れ
た
方
が
い

ま
し
た
。
そ
の
方
の
優
し
さ
や
、「
何

か
自
分
に
で
き
る
こ
と
が
な
い
か
」

と
思
え
る
気
遣
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
方
の
言
動
に
と
て
も
感

動
し
ま
し
た
。
ほ
ん
の
一
言
、
一
時

的
な
出
来
事
で
し
た
が
、
姉
に
は
も

ち
ろ
ん
、
私
た
ち
家
族
に
と
っ
て
、

と
て
も
心
温
ま
る
言
葉
で
し
た
。
困
っ

て
い
る
人
や
、
助
け
を
必
要
と
し
て

い
る
人
に
出
会
っ
た
と
き
に
、
そ
の

方
の
よ
う
な
言
動
を
、
人
と
し
て
当

り
前
の
こ
と
と
し
て
と
れ
る
よ
う
な

生
き
方
を
し
て
い
き
た
い
と
感
じ
ま

し
た
。

姉
は
、
運
転
免
許
を
と
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
手
術
後
で
リ
ハ

ビ
リ
が
必
要
な
状
態
だ
っ
た
の
で
、

医
者
や
、
家
族
か
ら
は
難
し
い
こ
と

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
、
姉
は
、
将
来
の
た
め
に
運

転
免
許
を
取
ろ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。

筋
力
の
弱
い
姉
は
、
重
た
い
ハ
ン
ド

ル
や
ペ
ダ
ル
の
操
作
を
精
一
杯
の
力

を
出
し
て
練
習
し
、
実
技
検
定
に
向

け
努
力
し
ま
し
た
。
ま
た
、
家
に
帰
っ

て
き
て
は
夜
遅
く
ま
で
学
科
の
勉
強

に
励
み
ま
し
た
。
姉
は
、「
障
害
」
を

乗
り
越
え
、
み
ご
と
に
運
転
免
許
を

と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に

姉
は
、
大
学
三
年
生
の
冬
に
就
職
先

も
決
ま
り
ま
し
た
。
姉
は
、
自
分
の

願
い
が
周
り
の
人
た
ち
か
ら
難
し
い

と
言
わ
れ
て
い
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、

叶
え
て
い
っ
た
の
で
す
。

姉
は
や
さ
し
く
て
、
し
っ
か
り
し

た
考
え
を
持
ち
、
何
事
に
も
が
ん
ば

る
人
で
す
。
周
り
の
こ
と
に
も
よ
く

気
が
つ
き
ま
す
。

姉
は
今
、
都
会
に
出
て
一
人
暮
ら

し
を
し
て
い
ま
す
。
都
会
は
、
街
中

に
階
段
等
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
姉

が
生
活
し
て
い
く
に
は
大
変
な
場
所

で
す
。
そ
れ
で
も
、
社
会
に
貢
献
し

よ
う
と
一
生
懸
命
に
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。

私
は
、
姉
の
生
き
方
か
ら
、
何
か

の
面
で
劣
っ
て
い
た
り
、
不
自
由
が

あ
る
人
に
対
し
て
「
障
害
」
と
い
う

壁
を
作
っ
て
い
る
社
会
が
許
せ
ま
せ

ん
。
社
会
で
「
健
常
者
」
と
呼
ば
れ

る
人
た
ち
が
「
障
害
」
の
あ
る
人
を

見
下
す
の
が
当
た
り
前
な
の
で
し
ょ

う
か
。
と
ら
え
方
を
変
え
れ
ば
、
誰

に
で
も
で
き
る
事
と
で
き
な
い
事
が

あ
る
の
だ
か
ら
、
誰
も
が
「
健
常
者
」

で
あ
り
、
誰
も
が
「
障
害
者
」
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
は
、
姉
の
こ
と
を
「
障
害
者
」

と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
家
族
も
、
姉
自
身
も
「
障
害
者
」

と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
体
が
小
さ

く
、
筋
力
が
弱
い
姉
で
す
が
、
姉
に

し
か
な
い
個
性
を
持
ち
そ
し
て
将
来

の
こ
と
を
し
っ
か
り
見
つ
め
て
歩
ん

で
い
る
姿
か
ら
、「
障
害
者
」
と
い
う

言
葉
は
浮
か
ん
で
こ
な
い
か
ら
で
す
。

社
会
に
は
、「
障
害
」
と
い
う
壁
を

作
ら
れ
差
別
を
受
け
て
い
る
人
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
差
別
を
し
て
い
る

こ
と
に
気
が
つ
か
な
い
人
や
、
関
わ

る
こ
と
を
避
け
よ
う
と
す
る
人
が
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
も
そ
の
一
人
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
姉
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
こ

れ
か
ら
の
私
の
生
き
方
に
い
か
し
、

社
会
に
あ
る
「
障
害
」
と
い
う
壁
を

な
く
し
て
い
き
た
い
で
す
。

徳
島
地
方
法
務
局
徳
島
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会

平
成
十
五
年
度
全
国
中

学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
徳
島
県
大

会

入
賞
作
品
集
よ
り

「障害」という壁

かたりあうページ



19

姦
し
い
人
の
揃
っ
た
宿
の
部
屋

立
川

堀

梅

子

感
謝
す
る
こ
と
が
多
く
て
日
ご
と
幸

棚
野

殿

川

早

苗

掛
け
算
で
な
く
足
し
算
で
世
を
渡
る

中
山

山
下
ふ
さ
を

鏡
見
て
わ
が
身
疑
う
歳
と
な
る

横
瀬

西

蔭

素

人

神
様
に
す
べ
て
任
せ
て
生
き
て
い
る

横
瀬

日

下

美

里

勝
ち
戦
陰
に
緻
密
な
策
が
あ
り

横
瀬

前

田

好

月

神
も
仏
も
何
処
へ
行
っ
た
か
暗
す
ぎ
る

棚
野

竹
田
あ
ゆ
み

蛙
鳴
け
ダ
ム
満
水
に
雨
を
呼
べ

棚
野

島

つ
と
む

〈
評
〉
ス
ト
レ
ー
ト
に
想
い
を
句
に
ぶ
っ
つ
け

ま
し
た
。

渇
水
に
知
事
も
野
菜
も
雨
を
待
つ

久
国

美

馬

真

由

〈
評
〉
知
事
さ
ん
の
悩
み
も
一
役
買
い
ま
し
た

ね
。

カ
ラ
ス
ま
で
荒
れ
た
畑
は
近
寄
ら
ず

坂
本

平

尾

智

男

〈
評
〉
老
齢
化
、
少
子
化
、
農
離
れ
、
荒
れ
地

は
多
く
な
る
ば
か
り
。
日
本
の
ゆ
く
末
が
心

配
に
な
り
ま
す
。

ガ
タ
ガ
タ
と
軋
む
愛
車
も
我
も
歳

坂
本

平

尾

智

男

人
生
終
盤
許
し
て
も
い
い
風
の
向
き

棚
野

竹
田
あ
ゆ
み

模
範
速
度
追
い
抜
か
れ
て
も
泰
然
と

棚
野

殿

川

早

苗

雨
降
れ
ば
日
が
照
る
こ
と
に
感
謝
す
る

横
瀬

呑

口

久

子

橋
の
上
浴
衣
の
裾
に
夜
の
風

横
瀬

西

蔭

素

人

朝
夕
に
声
か
け
ト
マ
ト
や
っ
と
熟
れ

久
国

美

馬

真

由

老
夫
婦
孫
の
話
を
聞
き
た
が
り

横
瀬

前

田

好

月

か
す
が
い
の
役
し
て
く
れ
る
母
が
い
る

横
瀬

呑

口

久

子

お
に
ぎ
り
が
好
き
だ
っ
た
姑
も
う
い
な
い

立
川

前

田

千

恵

移
り
ゆ
く
世
相
に
老
い
は
追
い
つ
か
ず

与
川
内

武

田

裸

天

エ
イ
ヤ
ー
と
振
る
木
刀
も
重
く
な
り

与
川
内

武

田

裸

天

亡
き
姑
に
蒔
く
日
聞
き
た
い
秋
の
種

横
瀬

関

東

紀

美

四
十
年
姑
と
の
歴
史
今
が
あ
り

横
瀬

関

東

紀

美

秀
才
の
そ
ば
で
不
思
議
と
光
る
人

棚
野

田

中

思

葦

ち
ょ
っ
ぴ
り
の
溝
は
黙
っ
て
埋
め
て
お
く

棚
野

田

中

思

葦

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ま
だ
乾
か
ぬ
に
犬
通
る

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

待
ち
か
ね
た
雨
も
三
日
で
愚
痴
と
な
る

横
瀬

中

田

万

里

階
段
を
選
ん
で
上
る
ダ
イ
エ
ッ
ト

横
瀬

桜

木

千

代

こ
れ
見
よ
と
胸
突
き
出
し
て
野
鳩
寄
る

棚
野

島

つ
と
む

花
時
計
の
秒
針
蝶
も
落
ち
着
け
ず

横
瀬

中

田

万

里

自
慢
す
る
母
の
新
曲
ね
ぶ
か
節

横
瀬

桜

木

千

代

◎
ね
ぶ
か
節
が
よ
か
っ
た
で
す
。

本
人
は
知
ら
ぬ
メ
ッ
キ
は
剥
げ
て
い
る

中
山

山
下
ふ
さ
を

◎
皆
さ
ん
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

女
性
で
す
可
憐
な
花
も
咲
か
せ
た
い

生
名

岩

本

敏

子

◎
そ
の
気
持
ち
が
い
つ
ま
で
も
大
切
で
す
。

か
ら
っ
ぽ
の
頭
で
今
日
も
農
を
す
る

立
川

前

田

千

恵

◎
考
え
て
も
採
算
は
取
れ
ま
せ
ん
も
の
。

剪
定
が
飛
行
機
雲
を
捕
ま
え
る

立
川

堀

梅

子

◎
同
じ
作
業
の
く
り
返
し
飛
行
機
雲
も
癒
し

の
一
つ
で
す
。

草
笛
を
吹
け
ば
聞
こ
え
る
青
春
の
詩

生
名

岩

本

敏

子

〈
評
〉
世
の
中
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
は
少
な
い

で
す
が
、
身
も
心
も
若
返
っ
て
吹
く
草
笛
に

青
春
を
取
り
戻
し
て
、
元
気
に
暮
ら
し
て
ゆ

き
ま
し
ょ
う
。
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
句
で
す
。

買
う
期
待
当
た
る
恐
怖
の
宝
く
じ

沼
江

駒
津
こ
つ
ゆ

〈
評
〉
宝
く
じ
の
句
も
沢
山
見
て
き
ま
し
た
。

然
し
こ
の
句
の
「
当
た
る
恐
怖
」
と
言
う
表

現
は
ま
さ
に
裏
を
突
い
た
も
の
で
、
心
臓
の

高
鳴
り
を
覚
え
ま
す
。

川
岸
へ
自
然
の
風
に
会
い
に
ゆ
く

横
瀬

日

下

克

子

〈
評
〉
人
は
人
工
の
冷
暖
房
に
よ
ら
な
い
と
、

暮
ら
せ
な
く
な
っ
て
仕
舞
っ
た
。
然
し
古
い

世
代
の
私
達
は
そ
れ
に
あ
ん
ま
り
馴
染
め
な

い
。
「
風
に
会
い
に
ゆ
く
」
は
平
凡
な
よ
う
で

非
凡
な
表
現
で
あ
る
と
思
う
。

「
か
」
か
ら
始
め
る

題

雑

詠

次
回
作
品
募
集

十
月
五
日
締
め
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸

山

香

月

十
一
月
一
日
締
め
切
り

短
歌
一
人
一
首

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

長
野
と
く
は
る

選

か
つ
う
ら
柳
壇

秀

句

佳

吟

秀

句
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の保健行事 〈問い合わせ 役場福祉課保健師 （2）1502〉

み ん な の 健 康

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの等

５ 水 巡 回 結 核 検 診 ９:30～16:00 町 内 巡 回 下記日程表等参照

６ 木
健 康 相 談
糖 尿 病 予 防 教 室

９:00～11:30
今山ふれあい
交 流 館

住 民 健 康 手 帳

９ 日
第15回健康福祉まつり

（Ｐ1 1参照）
10:00～11:00

農村環境改善
セ ン タ ー

住 民

13 木

健 康 相 談 13:00～13:30
沼江コミュニ
ティセンター

住 民 健 康 手 帳介 護 教 室 13:30～14:30

運 動 教 室 14:30～16:00

14 金 乳 児 健 康 診 査 13:30～14:30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成17年２月１日から
７月31日までに生まれ
た子

母子健康手帳

17 月 運 動 教 室 19:00～20:00 掛 谷 集 会 所 住 民

18 火

健 康 相 談

糖 尿 病 予 防 教 室
13:00～15:00

中 角 集 会 所 住 民 健 康 手 帳

運 動 教 室 15:00～16:00

20 木
健 康 相 談 ９:00～10:00

町 民 体 育 館 住 民 健 康 手 帳
運 動 教 室 10:00～11:30

24 月 健 康 相 談 10:00～11:30 勝 浦 会 館 住 民 健 康 手 帳

25 火 先天性股関節脱臼検診 13:30 勝 浦 病 院
平成17年５月１日から
８月31日までに生まれ
た子

母子健康手帳

26 水
健 康 相 談

糖 尿 病 予 防 教 室
９:00～11:00 山 西 集 会 所 住 民 健 康 手 帳

28 金 １歳６ヶ月児健康診査 13:00～13:30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成16年１月１日から
４月30日までに生まれ
た子

母子健康手帳

10月 勝浦郡夜間救急当番表
10月１日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

10月３日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

10月５日 上勝診療所 ４－５０１０

10月７日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

10月９日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

10月11日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

10月13日 上勝診療所 ４－５０１０

10月15日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

10月17日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

10月19日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

10月21日 上勝診療所 ４－５０１０

10月23日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

10月25日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

10月27日 上勝診療所 ４－５０１０

10月29日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

10月31日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

平日 午後６時～翌朝午前９時
休日 午後７時～翌朝午前９時

下記の日程で巡回結核検診を行います。

検診料は無料です。受診される方は、

ボタンや金具のついていない服装でお越

しください。

月日 地 区 場 所 時 間

10

月

５

日

坂 本 消防詰所横 午前９:30～10:00

坂 本
旧JA東とくしま農協
坂本事業所前

午前10:10～10:40

与川内 池田理髪店前 午前10:50～11:20

横 瀬 石木正一さん宅前 午前11:30～12:00

星 谷 小山ニ三好さん宅前 午後１:30～２:00

黒 岩 勝浦会館駐車場 午後２:10～２:40

今 山 ふれあい交流館前 午後２:50～３:20

平成17年度 巡回結核検診日程表
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保 健 だ よ り

食生活改善普及月間です!10月1日～31日

▼

イラストの説明

コマの中では、１日分の
料理・食品の例を示して
います。これは、ほとん
ど１日座って仕事をして
いる運動習慣のない男性
にとっての適量を示して
います。（このイラスト例
は、約2,200kcal）まずは、
自分の食事内容とコマの
中の料理を見比べてみて
ください。コマは、食事
が多すぎても、少なすぎ
ても倒れます。

健康は、食事・運動・休養の３要素の調和の上にはじめて築かれますが、とりわけ毎日の食事バラン

スが規則正しいことが重要です。厚生労働省では、10月を食生活改善普及月間として、食事バランスガ

イドの活用とその普及に努めています。また、それぞれの状況に対し、次のことが言われています。

肥満が気になる方々へ

・食事はバランス良く！

夕食は軽めに！

・油を使った料理は控えめに！

・野菜をもっと食べましょう！

副菜は５つ

子育てを担う世代の方々へ

・食事はバランス良く。

親子で楽しく。

・朝食は欠かさず！

・めざせ！野菜大好き！

単身者の方々へ

・食事が基本。健康は食事から！

・朝食はかかさず！

・外食・昼食でも、もっと野菜

料理を！

※詳しくは、厚生労働省ホー

ムページをご覧ください。

http://www.mhlw.go.jp
/bunya/kenkou/eiyou-
syoukji.html

アスベストの相談窓口開設
アスベスト（石綿）に係る県民の皆様からの相談に応じるため、

次のとおり相談窓口を開設しましたのでお知らせします。

●健康に関する相談窓口

県民の皆様の健康に関する相談
保健福祉部健康増進課 088（621）2224
徳島保健所 088（652）5151

相談時間 午前８時30分～午後５時15分
（健康増進課は午後６時15分）土･日･祝日を除きます。

アスベスト取扱いの職歴のある方、及びその家族の方の
健康に関する相談（下記表）

相談時間 午前８時30分～午後５時(土･日･祝日を除きます。)

●建築資材に関する相談窓口

建築開発指導課 088（621）2595
相談時間 午前８時30分～午後６時15分

(土･日･祝日を除きます。)

●その他環境一般に関する相談窓口

環境管理課 088（621）2274
相談時間 午前８時30分～午後６時15分

(土･日･祝日を除きます。)

相 談 内 容 相 談 先

行

政

相

談

石
綿

に
関

す
る

健康管理手帳・健康診断・
石綿障害予防規則について

徳島労働局労働基準部安
全衛生課 088（652）9164

労災補償について
徳島労働局労働基準部労
災補償課 088（652）9144

健康管理手帳・健康診断・
石綿障害予防規則・労災補
償について

徳島労働基準監督署
088（622）8138

相 談 内 容 相 談 先

産業保健関係者、石綿によ
る健康被害を受けられた労
働者及びその家族の方々か
らの健康に関する相談

独立行政法人
労働者健康福祉機構

徳島産業保健推進センター
088(656)0330

石綿ばく露歴のある労働者
等からの診断及び治療、健
康診断に関する相談

独立行政法人
労働者健康福祉機構

香川労災病院進
0877(23)3111
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10月 ガラスびん収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
火
曜
日

（４日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ご み フ ェ ン ス 横

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

第
二
土
曜
日

（８日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

中 山 集 会 所 前

第
三
火
曜
日

（18日）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 生 名 ご み フ ェ ン ス 横

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ごみフェンス横

第

四

火

曜

日

（25日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ごみフェンス横

田 村 さ ん 宅 前

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ごみフェンス横

10月 あき缶（アルミ缶･スチール缶）収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
月
曜
日

（３日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ご み フ ェ ン ス 横

第
二
火
曜
日

（11日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

消 防 詰 所 横

第
三
月
曜
日

（17日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

旧パチンコ店跡地前道路南側

大 井 堰 碑 の 前

第

四

月

曜

日

（24日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう

指
定
場
所
と
今
月
の
回
収
日

一
勝
浦
町
農
村
婦
人
の
家
敷
地
内

リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫
（
中
角
）

十
月
一
日

午
前
九
時
ま
で

二
勝
浦
町
民
体
育
館
裏
リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫（
横
瀬
）

十
月
八
日

午
前
九
時
ま
で

回
収
日
の
五
日
前
か
ら
指
定
場
所
に
置
け
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
ご
家
庭
で
保
管
く
だ
さ
い
。

古
紙
の
分
別
方
法

一

段
ボ
ー
ル

二

新

聞

紙

チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

そ
れ
以
外
（
広
報
等
）
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

三

古

本
（
雑
誌
）

同
じ
種
類
の
本
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。
厚
い
表
紙
は
破
っ

て
段
ボ
ー
ル
の
方
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、
古
本
（
雑
誌
）
は
そ
れ
ぞ
れ
ひ
も
で

縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
課

(

２)

１
５
０
１

ボランティアグループ

「勝浦を考える会」

最近、犬の飼い主の方のマナー
が悪くなってきています。飼い犬
の放し飼いや散歩中のフンの放置
はやめましょう。
今、飼い主のモラルが問われて

います。近隣や周囲の人に迷惑を
かけることなく楽しく快適にペッ
トと暮らすためにも、愛情と責任
を持って飼いましょう。

※登録している犬の場合は印鑑と
鑑札が必要です。

不用犬の引き取り日

10月５日

10月19日
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図書館だより

生涯、最大・最終テーマであ

る「生と死」の意味について考

察した一冊。

氏が考える天命とは。

天 命

五 木 寛 之

新着図書の一部紹介

忘れてしまってはいませんか？

あの日、あの場所、あの人の、

ちょっと不思議で、しかしかけ

がえのない思い出を。郷愁と共

に蘇る、七つの奇蹟の物語。

かたみ歌

朱 川 湊 人

容疑者Ｘの献身 東 野 圭 吾

峠越え 山 本 一 力

1303号室 大 石 圭

あの世の妻へのラブレター 永 六 輔

刺客荊 塚 本 靑 史

覇王の夢 津 本 陽

ホームタウン 小 路 幸 也

四つの嘘 大 石 静

アッコちゃんの時代 林 真理子

社長の顔が見たい 曾 野 綾 子

埋み火 日 明 恩

還 流 稲 葉 真 弓

おまけのこ 畠 中 恵

でいごの花の下に 池 永 陽

さよならのポスト 稲 葉 真 弓

恋バナ 赤・青 Ｙｏｓｈｉ

東京タワー オカンとボクと、時々オトン

リリ－・フランキ－

あるあるダイエットブック2005

あるあるダイエットブック製作委員編

ボタンマニア 文化出版局

建てるお墓継ぐお墓 杉 村 和 美

★おはなし会

23日 午後２時から

図書館幼児室

★県立図書館協力巡回日

○印（下記カレンダー）

★休館日 ○印（下記カレンダー）

★図書館が閉っている時の返却本は玄関

横のブックポストに入れてください。

10月の行事

期 間 10月20日 ～10月28日

場 所 勝浦町図書館２階

勝美会会員と和歌山県那智勝浦町絵画

グループによる作品展です。

是非この機会にご鑑賞ください。

★ 10 月 ★

日 月 火 水 木 金 土

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ １０ １１ １２ １３ １４ １５

１６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２

／ ／ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９
23

30 31
24

町内外より多数の愛好家によって好評

を博している掛軸展示会を11月７日 ～

13日 に予定しております。家宝として

大切に保管されている軸物がございまし

たら、図書館に出品をしていただけたら

幸いに存じます。

よろしくお願いいたします。

掛軸出品 依 頼
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日 時 場 所 備 考

10月７日

10月14日

10月21日

10月28日

13:00～16:30

勝浦町住民福祉

センター１階

内 容

人権・行政・厚生

福祉

平日でも受付してお
りますので、お気軽
にお問い合わせくだ
さい。 (2)4652

心配ごと相談 まちのうごき
平成17年８月16日～平成17年９月15日（敬称略）

人 口（平成17年８月31日現在）

世帯数 2,126戸

男性 3,167人

女性 3,396人

計 6,563人

出生 男 ２人 女 １人 計 ３人

死亡 男 ６人 女 ３人 計 ９人

転入 男 ４人 女 ６人 計 10人

転出 男 ６人 女 ３人 計 ９人

尾 崎 宏 さん（中山） 播 理 宏 さん（生名）

幸 山 博 さん（棚野） 丸 田 紘 一 さん（山西）

以上の方から善意銀行に善意がよせられました。

ありがとうございました。

善意ありがとうございました
（８月16日～９月15日）

ご利用ください！

日 時 10月13日 午前10時～午後３時

場 所 勝浦町農村環境改善センター１階 相談室

持参物 年金を受給していない方 年金手帳

年金を受給している方 年金証書

日 時 10月11日 午前８時30分～午後７時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

日 時 10月８日 午前９時30分～午後４時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

相談日 月曜日～金曜日 (土・日・祝日は休みです)

時 間 午前８時30分～午後５時

場 所 徳島年金相談センター 088(655)5100

徳島市八百屋町３丁目26

大同生命徳島ビル３階

持参物 年金手帳・年金証書・基礎年金番号通知書等

時間延長年金相談

徳島年金相談センター

出張年金相談所開設

土曜日年金相談

ご結婚おめでとう

（ 大字三溪字倉瀬

阿南市

倉 橋 芳 史

西 内 美 紗

おくやみ申します

大字沼江字西ヶ原 丸 田 亀 尾（99歳）

大字三溪字中村 稼 勢 榮 一（80歳）

◎大正琴は初心者コースもあります。
◎申し込みをされていない方でもご参加ください。

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸 13 ・20 午後 7:30～9:30

踊 り 12 ・26 午後 2:00～4:00

歌 謡 ６ ・27 午後 7:30～9:30

生け花 ６ ・19 午後 7:30～9:30

大正琴 ６ ・13 ・21
午後 1:00～3:00

午後 7:00～9:00

習 字 ７ ・14 ・21 午後 7:00～9:00

近隣地域との交流事業として、今月も各種講座を

開講いたします。 〔場 所〕勝浦会館

10月交流講座ご案内

ホームページアドレス
http://www.town.katsuura.tokushima.jp

E-mailアドレス soumu＠town.katsuura.lg.jp

お誕生おめでとう

大字三溪字甫坂 ）吉 田 裕 史
敦 美

二男 晃
こう

大
だい

長男 侑
ゆう

哉
や日 下 敏 幸

瞳 ）大字三溪字古川

長男 光
こう

貴
き押 栗 宏 佳

千 穂）大字三溪字奥地

二男 龍
りゅう

伸
しん中 村 憲 一

由 紀）大字沼江字岐木

二男 隆太郎
りゅうたろう増 井 義 治

裕 子）大字生名字北
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